
 

 

 

 

                              

 

現代社会の持続可能性と協同組合の役割 

 

 

 

 

 

 

 

【講義の主なポイント】 

・日本は初めて「人口減少社会」を迎える。3 大都市圏を除いた 30 万人以上の

都市圏は人口減少により都市機能を提供するサービス産業が成立しなくなる

恐れがある。長期にわたり人口減少は続く見込みである。 

・少子高齢化による社会的な課題に市場の高齢化がある。高齢化ビジネスが成長

し、子どもや若者の生活環境や教育の質劣化がすすむ（プレストン効果）。ま

た、非正規雇用のひろがりや、在留外国人の雇用増加などがある。 

・人口の減少は、現代社会を支える政治・経済・世代間の支え合い（家系断絶や

家族の消失）の危機でもある。当たり前にあったくらしが通用しなくなる。誰

でも参加できる社会の構築、社会イノベーションの実現が必要である。 

・地域分散型社会は人口や地域の持続性、健康、格差、幸福など持続可能なデザ

インが描ける。 

・生協はそれぞれの時代ごとにある社会的課題の解決に向け様々な取り組みを

人と人との協同、たすけあいで改善を図ってきた。 

・協同組合は、社会的目的で事業をおこなっている非営利法人である。経済的側

面と社会的側面、環境的・文化的・教育的側面の循環が特徴で、人口減少社会

の中で暮らし続けられる生活圏を維持することが協同組合の役割だと考える。

住民自治と地域の循環経済のインフラをつくりながらすすめていくことが大

事である。 

・「協同組合の思想と実践」はユネスコ世界無形文化遺産に登録されている。 
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向井 忍／地域と協同の研究センター専務理事 

 

第３回（10月 17日）：受講 52名（受講生 45名・聴講＆スタッフ 7名） 

人口減少社会を迎え、様々な問題と課題がある。自治体の人口が減少するこ

とで政治や経済、社会保障にまで影響があり、今あたりまえのようにある暮ら

しが成り立たなくなる。生協は、その時代ごとにある社会的課題の改善に向け

協同の力で取り組んできた。人口減少社会で暮らし続けられる生活圏の維持が

協同組合の役割である。何ができるのか、みなさんと共に考えていきたい。 
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第２回講義…受講生の感想レポート（一部抜粋） 

Ａさん（２年生） 

 

Ｂさん（４年生） 

 

Ｃさん（４年生） 

 
Ｄさん（年生） 

 



Ｅさん（２年生） 

 
Ｆさん（２年生） 

 

Ｇさん（２年生） 

 



Ｈさん（２年生） 

 

Ｉさん（２年生） 

 

以上 


